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平成２９年９月美馬市議会定例会会議録（第１号）

◎ 招集年月日 平成２９年９月５日

◎ 招集場所 美馬市議会議場

◎ 開 会 午前１０時００分

◎ 出席議員
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１４番 片岡 栄一 １５番 原 政義 １６番 川西 仁

１７番 三宅 共 １８番 谷 明美 １９番 前田 良平

２０番 武田 保幸

◎ 欠席議員

なし

◎ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名

市長 藤田 元治

副市長 加美 一成

副市長 七條 浩一

戦略監 浅野誠一郎

美来創生局長 上谷 敏也

企画総務部長 中川 貴志

保険福祉部長 四宮 明

市民環境部長 山田 一弘

経済建設部長 奥村 敏彦

水道部長 武田 光男

会計管理者 平井 佳史

消防長 武田 浩二

保険福祉部理事 川口 種満

美来創生局理事 矢田 孝志

木屋平総合支所長 江口 文之

企画総務部次長（企画政策課長事務取扱） 吉田 正孝

企画総務部秘書課長 渡邊 晴樹
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代表監査委員 喜多 輝光

教育長 光山 利幸

副教育長 緒方 利春

◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 住友 礼子

議会事務局次長 南 佳幸

議会事務局事務副主任 井手 和輝

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

１７番 三宅 共 議員

１８番 谷 明美 議員

１９番 前田 良平 議員
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開会 午前１０時００分

◎議長（久保田哲生議員）

ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、これより平成２

９年９月美馬市議会定例会を開会いたします。

なお、藤田市長からの挨拶につきましては、提案理由の説明の際に併せてお願いするこ

とにいたしております。

ただいまから本日の会議を開きます。

それでは、諸般の報告をいたします。議長諸般の報告といたしまして、主なものについ

て報告をいたします。

まず、７月７日、第６７回社会を明るくする運動美馬地区決起大会が開催され、出席を

いたしました。

次に、７月２４日、平成２９年度美馬市観光協会総会が開催され、出席をいたしました。

次に、７月２６日、平成２９年度国道４３８号整備促進期成同盟会通常総会が丸亀市で

開催され、出席をいたしました。

次に、８月４日、平成２９年度徳島県町村議会議員研修会が徳島グランヴィリオホテル

で開催され、議員各位とともに出席をいたしました。

次に、８月２４日、平成２９年度国道４３８号、４３９号並びに主要地方道山城東祖谷

山線改良促進期成同盟会総会がホテル千秋閣で行われ、出席をいたしました。

次に、９月１日、美馬西部特別養護老人ホーム組合など、つるぎ町と構成する一部事務

組合議会がそれぞれ招集され、副議長並びに所管する常任委員長とともに出席をいたしま

した。

次に、６月定例会以降、７月１９日には宮城県石巻市が美馬市生薬生産組合の取り組み

について、８月２４日には、兵庫県篠山市がＣＣＲＣ構想についての行政視察があり、そ

れぞれ市長部局とともに対応いたしました。

次に、監査委員から平成２９年５月分から７月分の例月出納検査についての報告が提出

されております。

なお、ただいま報告をいたしましたそれぞれの関係資料につきましては、事務局に保管

しておりますので、必要に応じてご高覧いただきたいと思います。

次に、議会運営委員会委員長より閉会中の継続調査の報告を行います。

議会運営委員会委員長、川西仁君。

◎１６番（川西 仁議員）

議長、１６番。

◎議長（久保田哲生議員）

１６番、川西仁君。

［１６番 川西 仁議員 登壇］

◎１６番（川西 仁議員）

おはようございます。

ただいま、議長より許可をいただきましたので、閉会中の議会運営委員会の継続調査報
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告をさせていただきたいと思います。

去る８月１７日、１８日にかけまして、当委員会で兵庫県西脇市及び丹波市へ行政視察

を行いました。この視察につきましては、美馬市議会として更なる議会運営の効率化を図

り、市民に開かれました議会を目指すため、全国的にもそれらの先進地として取り組みを

進められておる両市を訪問させていただき、参考とさせていただくことを目的とさせてい

ただきました。

両市につきましても、次の４点に絞り取り組みの現状等をお聞きしました。この内容に

ついて、報告をさせていただきたいと思います。

まず、１点目につきましては、議会のＩＣＴ化とペーパーレス、これにつきましてを、

そして、次に、２点目につきましては、市議会の見える化、つまりインターネットにより

ます会議の発信や議会広報につきまして、そして、３つ目といたしましては、意見交換会、

また、報告会の実施につきまして、最後に４つ目といたしまして、本会議、委員会での審

議、運営の効率化、これら４点につきましてでありました。

両市におかれましても、それぞれの分野におきまして工夫を凝らし、地域に応じました

積極的な取り組みをされておられましたが、西脇市におきましては、特に議会報告の実施

につきまして、参考となる点が多くあったように思われます。

美馬市議会におきましても、今年度より希望があった自治会におきまして、市民と我々

議員との意見交換会、こういったものを実施しておるところでございますが、西脇市にお

きましては、こういったものの名称を議会と語ろう会、こういった名称とし、議会の活動

状況や各常任委員会の審査状況を報告した後、地域で抱える課題を設定し、ワークショッ

プ形式で話し合いを行っている、こういうところで、この形式で行うことによりまして、

有意義な話し合いができまして、また、お互いの理解が深まった、こういったところでご

ざいました。

また、課題といたしましては、若者や女性の参加が少ない、こういったものでございま

したが、全体的に参加人数が多く、充実した報告会になっているようで、こういった様子

をうかがってきました。本市議会といたしましても、今年度の結果を検証し、更に効果が

上がりますよう検討する必要があると痛感したところでございます。また、議会運営の効

率化におきまして、西脇市におきましては、議員間討議を行っており、一般質問や委員会

審議の効率化を図り、効果的な議会運営につながっておると、こういったものを感じさせ

られたところであります。

続きまして、丹波市におきましては、特に議会のペーパーレス化、これに積極的に取り

組まれておりました。議員へは各自にタブレットを貸与し、議員への連絡、資料の提供、

過去の議事録等の検索等に関しまして、パソコンを各自が利用し、効果的に活用をされて

おるということでございました。また、一部議会の資料につきまして、データのみの提供

としており、ペーパーレス化が図れておったように思われます。ＩＣＴの導入におきまし

ては、効率化や省力化、一部の経費削減につながっておるというものでございますので、

当我々美馬市議会といたしましても、さらなる調査・研究を進めたい、そして、前向きに

これらに取り組むべき課題であると、こういったものをつくづく感心させられたところで
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ございました。

また、丹波市議会におきまして発行をされております議会だより、これにつきましては、

年４回、定例会ごとに発行をされているというものでございまして、これらの内容が５分

で把握できる冊子を目指しておられるというものでございました。これらを拝見させてい

ただきますと、市民へのインタビューや写真などを掲載しておったり、分かりやすい文章

表現、レイアウトの工夫がされており、親しみやすい、非常に読みやすいものであったよ

うに思われました。市民に開かれました議会であるためには、議会広報やインターネット

配信、これらについても今後、我々が取り組んでいく課題であるというように感じさせら

れたところでございます。

以上、今回の行政視察におきまして得られました、それぞれの取り組みにつきましては、

参考とすべき点が多くあり、今後の美馬市議会にも取り入れていけるよう今後検討してま

いりたいと考えております。

以上で、議会運営委員会の閉会中の継続調査につきましての報告とさせていただきたい

と思います。

◎議長（久保田哲生議員）

以上で諸般の報告を終わります。

これより本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、お手元にご配付の日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、１７番 三宅共君、１８番 谷明美君、１９番 前田良平君を指名いたしま

す。

日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は８月２９日の議会運営委員会の決定のとおり、本

日から９月２８日までの２４日間といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認め、本定例会の会期は本日から９月２８日までの２４日間とすることに決

定をいたしました。

なお、会期中の会議日程につきましては、お手元にご配付のとおりといたしたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。

次に、日程第３、議案第１０４号、美馬市農村地域工業導入審議会条例の一部改正につ

いてから、議案第１１３号、辺地に係る総合整備計画の変更についてまでの１０件を一括

し、議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（久保田哲生議員）

藤田市長。



－７－

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

皆さん、おはようございます。

平成２９年９月美馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれまして

は大変お忙しい中ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。また、日ごろは市政

発展のためにご支援、ご協力を賜わっておりますことにつきましても、重ねて厚くお礼を

申し上げる次第でございます。

最初に、平成２９年７月九州北部豪雨及び台風５号によりまして、甚大な被害がもたら

され、多くの尊い命が失われましたことは、誠に残念なことであります。犠牲になられた

皆様方のご冥福と被災地の一日も早い復興を心からお祈り申し上げますとともに、被災を

された全ての皆様方に心からお見舞いを申し上げます。

一方、本市におきましては、一部の市道における被災、あるいは先月６日に予定をして

おりました、第３０回穴吹川筏下り大会の中止といった影響はございましたが、市民の皆

様方の生命と身体、そして、家屋などには大きな被害もなく、まずは一安心をしていると

ころであります。しかしながら、決して油断することなく、今後とも一層の防災・減災対

策を推進いたしまして、安全・安心なまちづくりを目指してまいりたいと存じます。

さて、脇町地区で整備を進めております地域交流センターにつきましては、先般、議員

各位にも現場に出向いていただき、工事の進捗状況をご確認いただいたところであります。

その後、先月１８日には、株式会社キョーエイが一時休業し、現在は商業施設部分を含む

建物全体の本格的な工事に取りかかっており、工期内に完成し、来年５月のオープンに向

けて着実に進捗しているところでありまして、本定例会には、地域交流センターの備品購

入に係る予算を提案させていただいておりますので、よろしくお願いをいたします。

また、地域交流センターの工事に伴いまして、同センターの西側の市道の周辺環境整備

のため、通行止めを行っているところであります。周辺住民の皆様方を始めとする市民の

皆様方には、大変ご迷惑をおかけしておりますが、ご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

なお、地域交流センターの整備に関連いたしまして、２点、ご報告を申し上げます。

１点目は、移転後の脇町市民サービスセンターの開業日及び開業時間についてでありま

す。

現在の計画では、脇町市民サービスセンターは、来年５月に地域交流センター内に移転

し、オープンをする予定であります。移転後の脇町市民サービスセンターの開業日は、年

末年始を除き平日に加え、毎週日曜日とし、開業日における開業時間は午前９時３０分か

ら午後６時までとしますので、よろしくお願いをいたします。

２点目は、脇町図書館の閉館と美馬市立図書館の設置についてであります。

脇町図書館は地域交流センターがオープンをする予定の来年５月に、同センター内に美

馬市立図書館として開館することといたしております。この準備などのために脇町図書館

は、来年の１２月２０日をもって閉館させていただくこととなります。脇町図書館の閉館

後につきましては、穴吹農村環境改善センターの一室を利用いたしまして、来年１月から
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来年５月までの間は、一時的な仮の美馬市立図書館を設置する予定であります。この仮の

美馬市立図書館におきましては、新刊の図書の貸し出しや雑誌などの閲覧ができるよう準

備をするとともに、通常の図書につきましてもご希望があれば、徳島県立図書館を通じて

の貸し出しなど、利用者の皆様方のご不便を少しでも解消できるように努めるとともに、

今後、こうした準備が整いましたならば、利用者の皆様方に対しまして、丁寧な周知を図

ってまいりたいと考えておりますので、ご理解くださるようお願いいたします。

さて、本定例会には平成２９年度一般会計補正予算を始め、条例などの議案を提案させ

ていただいておりますが、提案理由をご説明申し上げます前に、当面する市政の課題と主

要施策につきましてご報告を申し上げ、議員各位を始め、市民の皆様方のご理解とご協力

を賜りたいと存じます。

最初に、地方創生県西部の中核拠点としての美馬市創生の実現であります。

まず、株式会社テレコメディアふるさとコールセンターについてであります。

本年５月に本市と徳島県、そして、株式会社テレコメディアの３社の間におきまして覚

え書きを締結し、事業開始に向け準備を進めてまいりまして、今月１日から穴吹農村環境

改善センターにおいて、コールセンターの業務を開始されたところであります。当面は５

０名規模でスタートをされますが、将来的には２００名規模に事業を拡大される計画でご

ざいまして、市といたしましては、市民の雇用の確保につなげるための支援策として、こ

れまで事業拡大に伴う事業所の候補施設として利活用できる市内の廃校施設を含めた遊休

施設などの調査などを行ってまいりました。

そうした中で、株式会社テレコメディアから地域と一体となって本市に貢献できるよう

な場所として、うだつの町並みにございます脇町図書館において事業展開を行いたいとの

強い要望がございました。こうしたことから、株式会社テレコメディアふるさとコールセ

ンターの事業所につきましては、先程申し上げましたように、本年１２月２０日に閉館を

いたします、脇町図書館の施設を事業拡大のために利活用することといたしまして、来年

の５月を目途に穴吹農村環境改善センターから移転する計画であります。

なお、本定例会には、ただいまご報告を申し上げました図書館の移転と株式会社テレコ

メディアふるさとコールセンターの事業所の移転に関連する予算と条例案件を提案させて

いただいておりますので、よろしくお願いをいたします。

次に、サテライト・オフィスの誘致についてであります。

サテライト・オフィスの誘致といたしまして、これまでに５社が本市に進出をいただい

ているところでありますが、このたび、更に２社の進出が決定をいたしました。２社のう

ち１社は、東京都で自社のブランド紅茶と関連グッズを販売されているアプリコットシス

テム株式会社、もう一社は東京都で製品や企業のＰＲ、販売促進グッズの企画製作及び施

設の装飾プランの企画やイベント運営を手がけられている株式会社ピウラであります。２

社ともに循環型のサテライト・オフィスといたしまして、今月９日土曜日から、うだつの

町並み内の森邸をテレワークの拠点として事業を開始する予定であります。こうした企業

誘致が本市の活性化につながるものと大きな期待を寄せさせていただいているところであ

りまして、今後とも、様々な企業の積極的な誘致に取り組んでまいりたいと考えておりま
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す。

次に、未来を守る安全・安心で環境にやさしいまちづくりであります。

徳島県は去る７月２５日に、中央構造線・活断層地震被害想定を公表されました。これ

が公表された目的は、市町村別に被害想定を明らかにするとともに、具体的な被害軽減効

果を示すことによりまして、防災・減災対策の必要性について理解を深め、地域住民や行

政がなお一層の取り組みを進めることであるとされております。

市といたしましては、南海トラフ巨大地震対策を計画的に実施しているところではござ

いますが、今後とも、木造住宅の耐震化や家具転倒防止対策などを確実に推進し、今回、

公表されました被害想定に基づきまして、従来の地震対策の見直しを実施するとともに、

さらなる対応策を検討してまいりたいと考えております。

次に、未来を創る快適で便利・活力がみなぎり、交流がうまれるまちづくりであります。

最初に、マイナンバーカードの普及促進に係る住民票等のコンビニ交付サービスの導入

についてであります。

市民の皆様方の利便性の向上を図るために、コンビニエンスストアにおいてマイナンバ

ーカードを利用して、住民票の写しや印鑑登録証明書、戸籍、税などの証明書が取得でき

る、いわゆる証明書のコンビニ交付サービスを導入し、平成３０年６月から運用開始を目

指してまいりたいと考えております。これにより、マイナンバーカードをお持ちの方につ

きましては、美馬市内だけではなく、このサービスを導入している全国のコンビニエンス

ストアにおきまして、年末年始を除き毎日午前６時３０分から午後１１時までの間、住民

票の写しなどの証明書を取得することが可能となります。ただし、このサービスの提供を

受けるためには、マイナンバーカードが必要でございますので、今後とも、その普及・促

進を図ってまいります。

なお、本定例会には、証明書のコンビニ交付サービスの導入に係る予算を提案させてい

ただいておりますので、よろしくお願いをいたします。

次に、美馬地区に整備をする道の駅みまの里についてであります。

先月２３日に美馬地区に整備をする道の駅みまの里の起工式をとり行いました。総面積

が約９,６５０平方メートルの敷地内には、産直施設や飲食施設などを整備いたしまして、

本市の歴史や文化、観光の情報提供はもとより、農産物や加工特産品の販売など、本市の

魅力や特色を発信する施設として活用できるよう進めているところであります。また、ト

イレの建設工事につきましては、本市と協働して整備を行われている徳島県が実施するこ

ととなっております。

今後は、できるだけ早期に運営ができるように事業を進めてまいります。

次に、美馬市版ⅮＭＣの設立についてであります。

美馬市版ⅮＭＣとは、近年ますます多様化している旅行者マーケットに対応するため、

地域のそれぞれの関係者が一体となって、観光戦略に基づく一元的な情報発信やプロモー

ション、また、ブランディングなどの活動を民間的な手法で取り組む組織のことでありま

す。地域の稼ぐ力を引き出し、地域への誇りと愛着を醸成する観光地経営の視点に立った

運営を目的といたしまして、来年１月を目途に美馬市版ⅮＭＣに係る法人を設立し、来年
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４月から運営を開始する予定であります。

なお、本定例会には設立した法人を運営していくための出資金の予算を提案させていた

だいております。

次に、交流会館ブルーヴィラ穴吹を運営する株式会社清流の郷についてであります。

株式会社清流の郷は債務超過が長年続き、これまで経営者の交代など経営の立て直しを

図ってまいりましたが、今後において経営の立て直しが見込めないことから、会社清算人

を決定し、本年内に会社清算を行うことといたしました。これに伴いまして、交流会館ブ

ルーヴィラ穴吹の指定管理につきましても、今月末日をもって指定の取り消しを行うこと

といたしております。

今後の交流会館ブルーヴィラ穴吹の運営につきましては、先月１日から新たな指定管理

者を公募したところでありまして、あさって７日に同施設の指定管理候補者選定委員会を

開催し、新たな指定管理候補者を選定したいと考えております。

なお、この指定管理者の指定につきましては、準備が整いましたら本定例会の会期中に

議案を追加し、提案させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。

ただいま申し述べました主要施策を始めとした各種施策につきましては、現状打開、未

来への挑戦を基本姿勢とし、創造的実行力を持って全力で取り組むことで、一歩先の確か

な未来、すなわち未来創生のまち美馬市の実現を目指してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

それでは、上程をいただきました議案につきましてご説明を申し上げます。

最初に議案第１０４号、美馬市農村地域工業導入審議会条例の一部改正についてであり

ます。

この案件は、関係法律の一部改正に伴いまして、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第１０５号、美馬市立図書館設置条例の一部改正についてであります。

この案件は、先程申し上げましたように、脇町図書館を閉館し、一時的な仮の美馬市立

図書館を設置することなどにつきまして、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第１０６号、平成２９年度美馬市一般会計補正予算（第２号）であります。

今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億６,２００万円を追加

し、補正後の歳入歳出予算の総額を２０９億８,４００万円とするものであります。補正

予算の主なものにつきまして、ご説明を申し上げます。

総務費では、旧脇町郵便局の解体・撤去及び解体・撤去後の跡地整備に係る工事費など

といたしまして、２,９８０万円を計上しております。また、先程申し上げました、いわ

ゆる証明書のコンビニ交付サービスを導入するために必要なシステムの構築業務委託料な

どといたしまして、３,４２０万円を計上しております。民生費につきましては、現在、

地域交流センター内に整備をしております脇町小規模保育所に備えつける遊具や什器など

の購入費といたしまして９００万円を計上しております。

また、穴吹地区の認定こども園の建設用地の造成に係る工事費といたしまして、５,０

００万円を計上しております。農林水産業費につきましては、県の地域課題解決促進支援
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事業を活用して、美馬農業協同組合が実施をいたします、水稲種子貯蔵施設の整備費用に

対する補助金といたしまして、２,４００万円を計上しております。また、夏子ダムに流

入をしております流木等の撤去・処分に係る委託費といたしまして、３２０万円を計上し

ております。

商工費につきましては、先程申し上げましたように、株式会社テレコメディアふるさと

コールセンターの事業拡大に伴う事業所として、脇町図書館を改修するための工事費など

といたしまして、７,５００万円を計上しております。また、美馬市版ＤＭＣの設立に当

たり、資金の一部を出資するため１,０００万円を計上しております。

土木費につきましては、市道の維持補修と河川の維持管理に係る経費と合わせまして、

１億１,３１５万６,０００円を計上しております。また、先程申し上げましたように、地

域交流センターに備える舞台大道具や照明、音響施設のほか図書館や会議室交流スペース

などの什器類などの購入費といたしまして、１億５,２３０万円を計上しております。

教育費につきましては、三島中学校屋上の防水工事費などといたしまして、１,１４２

万円を、また、脇町公民館の解体・撤去工事費などといたしまして、１,１２０万円を計

上しております。そして、先程申し上げましたように、脇町図書館の閉館から美馬市立図

書館が地域交流センター内に開館するまでの図書館の移転に係る委託料といたしまして、

１,０１０万円を計上しております。

災害復旧費につきましては、本年、台風５号により被害を受けた市道６路線の災害復旧

工事費及び重機等借上料といたしまして、８,５００万円を計上しております。

以上が一般会計補正予算の概要であります。

次に、議案第１０７号、平成２９年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、木屋平診療所が自治医科大学などと共同で進める研究事業の委託料など

の経費が主なものであります。

次に、議案第１０８号、平成２９年度美馬市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、社会保険診療報酬支払基金の第２号被保険者分の精算に伴う償還金でありま

す。

次に、議案第１０９号、平成２８年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳

出決算認定について及び議案第１１０号、平成２８年度美馬市公営企業会計決算認定につ

いてであります。

この２議案につきましては、市の一般会計及び特別会計並びに公営企業会計の平成２８

年度決算について、監査委員の意見を付しまして、議会の認定をお願いするものでありま

す。

次に、議案第１１１号から議案第１１３号までの辺地に係る総合整備計画の変更につい

てであります。

この３議案につきましては、市道３路線の整備計画を追加するため、市内の３地区の辺

地に係る計画を変更するものであります。

このほか、本定例会には後程ご説明をさせていただきますが、人事案件が２件、契約案

件が１件、報告案件が６件の計１９件を提案させていただいております。このうち、契約
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案件につきましては、早期に事業着手をする必要がございますので、先議での取り扱いに

ついて議員各位のご理解を賜りますようよろしくお願いをいたします。

ご審議を賜り、原案どおりご可決くださいますようお願いを申し上げまして、私からの

ご挨拶及び提案理由の説明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（久保田哲生議員）

ここで、議案第１０９号、平成２８年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入

歳出決算認定について及び議案第１１０号、平成２８年度美馬市公営企業会計決算認定に

ついての２件につきましては、監査委員から決算審査結果の報告をいただきたいと思いま

す。

◎代表監査委員（喜多輝光君）

議長。

◎議長（久保田哲生議員）

喜多輝光君。

［代表監査委員 喜多輝光君 登壇］

◎代表監査委員（喜多輝光君）

おはようございます。監査委員の喜多でございます。

議長よりご指名をいただきましたので、美馬市監査委員を代表いたしまして、平成２８

年度美馬市一般会計歳入歳出決算及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査及び

平成２８年度美馬市公営企業会計決算審査の概要についてご報告申し上げます。

市長から審査に付されました、各会計決算並びに各会計決算事項別明細書、実質収支に

関する調書、財産に関する調書、証書類及び基金運用状況調書、更には公営企業会計決算、

証書類及びその他関係書類について、地方自治法並びに地方公営企業法に準拠して作成さ

れているかどうかを確かめ、これらの計数の正確性と事務処理の適法性を検証するため、

去る７月２４日から７月２６日及び７月２８日に議会選出の谷監査委員とともに審査を実

施いたしました。

なお、審査に当たりましては、関係課等から資料の提出を求め、併せて関係職員から説

明を受け、審査の参考といたしました。

それでは、初めに一般会計及び特別会計について、次に、公営企業会計について、決算

審査報告をいたします。

まず、一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況についてでございます。

審査の結果、それぞれ計数に誤りはなく、予算の執行及び会計収支に関する事務の処理

は適正に行われていることを確認いたしました。詳細につきましては、お手元の審査意見

書のとおりでございますが、その概要について、一部ご報告させていただきます。なお、

金額につきましては四捨五入の上、万円単位でのご報告とさせていただきますので、ご了

承ください。

一般会計における歳入決算額は２３８億８１９万円で、前年度決算額に比べまして３.

４％の増となっております。予算現額に対する収入率は９１.７％であります。
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一方、歳出決算額は２３０億５,８９４万円で、前年度決算額に比べまして３.８％の増

となっており、予算現額に対する執行率は８８.８％であります。

従いまして、歳入歳出差し引き額は７億４,９２５万円となりまして、翌年度へ繰り越

すべき財源１億７,４８４万円を差し引きました実質収支は５億７,４４１万円の黒字とな

っております。

特別会計につきましては、美馬市住宅新築資金等貸付事業特別会計など全１１事業の特

別会計がございますが、合計のみご報告させていただきます。

特別会計における歳入決算額は９７億５９２万円で、前年度決算額に比べまして２.

６％の増となっており、予算現額に対する収入率は１０１.３％であります。

一方、歳出決算額は９５億６,２９５万円で、前年度決算額に比べまして３.７％の増と

なっており、予算現額に対する執行率は９９.８％であります。

従いまして、歳入歳出差し引き額は１億４,２９８万円となりまして、翌年度へ繰り越

すべき財源はありませんでしたので、実質収支は同額の１億４,２９８万円の黒字となっ

ております。

続いて、起債の状況についてご報告いたします。

一般会計では、決算年度中に１０億５,５５８万円の増額となり、平成２８年度末現在

高は２８８億３,９７６万円となっております。

特別会計では、決算年度中に１億２,２０８万円の減額となり、平成２８年度末現在高

は３４億６９４万円となっております。

一般会計と特別会計を合わせた平成２８年度末現在高は３２２億４,６６９万円であり

ます。

この結果を２８年度末住民基本台帳人口３万１８３人で割りますと、市民一人当たりの

市債残高は１０７万円となります。

また、基金の状況につきましては、一般会計と特別会計を合わせて、決算年度中に９,

９９０万円減少し、平成２８年度末現在高は９５億２,２０１万円となっております。

まとめといたしまして、一般会計及び特別会計全てにおいて、堅実な行財政運営に努力

された結果、実質収支はいずれの会計においても黒字という結果となりました。しかしな

がら、一般会計における自主財源比率はわずか２１.８％しかなく、地方交付税などの依

存財源比率が７８.２％と歳入のほとんどを占める財政構造となっております。また、地

方交付税については、平成２７年度以降、合併算定替えと呼ばれる加算が段階的に削減さ

れており、今後において交付税の減額は避けることができない状況となっております。

一方、歳出においては、高齢化の進展に伴う社会保障関係経費、穴吹地区認定こども園

整備事業に係る投資的経費、美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る各種事業費及

び大型プロジェクト事業に係る元利償還金などの増加が見込まれるため、本市の財政運営

は依然として厳しい状況が続くものと予想されます。

このような状況でありますが、職員一人ひとりが危機感を持っていただき、今後も市税

などの自主財源の確保や受益者負担の適正化を図るとともに、あらゆる財源の確保に努め

られ、なお徹底した行財政改革を引き続き進めることにより、効率的、効果的かつ将来に
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わたって健全な行財政運営が行われることを期待するものであります。

次に、公営企業会計決算についてご報告申し上げます。

それぞれ審査を実施いたしましたところ、当年度の経営成績及び財政状況を適正に表示

されていることを確認いたしました。詳細につきましては、お手元の平成２８年度美馬市

水道事業及び工業用水道事業会計決算書内に折り込まれております決算審査意見書のとお

りでございますが、その概要について一部ご報告いたします。

まずは、水道事業会計について報告いたします。

平成２８年度末における業務実績は、給水人口が２万３,３１１人、給水戸数は９,７５

３戸であり、前年度に比べて給水人口は２５３人減少、一方、給水戸数は４０戸増加して

おります。

年間配水量は３８０万立方メートルで、前年度に比べ８万立方メートルの減少となりま

した。

一方、年間給水量は２７２万立方メートルで、前年度に比べ３万立方メートルの減少と

なり、有収率につきましては７１.６％で、前年度に比べ０.８ポイント増加いたしました。

経営状況につきましては、損益計算書によりますと、水道事業収益は５億２,５３０万

円であるのに対し、水道事業費用は４億３,０５４万円となり、収支差し引き９,４７６万

円の当年度純利益となっております。

まとめといたしまして、水道事業は安価で良質な飲料水の安定供給を図り、もって公衆

衛生の向上と生活環境の改善に寄与することを目的としており、決して営利を目的とした

事業ではございませんが、自己資本の少ない現状のもと、今後の事業運営に当たりまして

は、平成２９年度から簡易水道事業の一部を統合していることから、後年度の負担が過重

とならないよう長期的展望に立った資金計画の精査を行い、公営企業の基本原則である企

業の経済性を常に発揮するとともに、公共の福祉の増進に寄与されるよう望むものであり

ます。

次に、工業用水道事業会計についてご報告いたします。

業務実績については、企業側において工場を整備中のため給水は開始されていませんが、

平成２７年度から実施していた工業用水道事業の設置に必要な取水施設、導水整備工事が

完了しております。経営状況につきましては、損益計算書によりますと、工業用水道事業

収益は３９２万円であるのに対し、工業用水道事業費用も同額の３９２万円となり、当年

度純利益はゼロとなっております。

まとめといたしまして、給水開始に向け万全の体制を整え、今後の事業運営に当たりま

しては、公営企業の基本原則である企業の経済性を常に考慮するとともに、優良かつ豊富

な水を企業へ安定的に供給し、効率的、効果的な運営に努められるよう望むものでありま

す。

以上、決算審査報告とさせていただきます。

◎議長（久保田哲生議員）

以上で、監査委員の報告が終わりました。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案中、議案第１０９号及び議案第
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１１０号の２件につきましては、９人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、審査す

ることにいたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１０９号及び議案第１１０号の２件につきまして

は、９人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、審査することに決定をいたしました。

委員の選任につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、議長においてお手

元にご配付のとおり指名をいたします。なお、本日、散会後、決算特別委員会を開催して

いただき、正副委員長の互選を願いたいと思います。

次に、日程第４、議案第１１４号、工事請負契約の締結についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

◎美来創生局長（上谷敏也君）

議長、美来創生局長。

◎議長（久保田哲生議員）

美来創生局長、上谷君。

［美来創生局長 上谷敏也君 登壇］

◎美来創生局長（上谷敏也君）

議案第１１４号について、ご説明を申し上げます。

議案書の１３ページをお開きください。

工事請負契約の締結について、この案件は、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によりまして、

工事請負契約締結の議決をお願いするものでございます。

契約の目的は、平成２８年度（繰越）地方創生拠点整備交付金事業穴吹交流宿泊施設改

修工事でございます。

契約の金額は、１億５,９２７万８,４００円。

契約の相手先は、株式会社姫野組、代表取締役社長、日野利治。

契約の方法は、指名競争入札でございます。

この件につきまして、去る８月１８日に入札を執行し、８月２８日に仮契約の締結を行

っているところでございます。当施設は、来年４月からの運営再開を目途に、工期を来年

３月９日までと予定をしておりますことから、できるだけ早い完成を目指したいと考えて

おりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

◎議長（久保田哲生議員）

以上で提案理由の説明が終わりました。

ただいま議題となっております議案第１１４号、工事請負契約の締結については、先程

の提案理由説明にありましたように、先議いたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１１４号については先議することに決定いたしま

した。

これより、質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって

質疑を終結いたします。

お諮りいたします。議案第１１４号については、会議規則第３７条第３項の規定により

委員会付託を省略いたしたいと存じますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１１４号については、委員会付託を省略すること

に決定いたしました。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ、討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって

討論を終結いたします。

これより、採決を行います。議案第１１４号、工事請負契約の締結について、原案のと

おり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。従って、議案第１１４号は、原案のとおり可決されました。

次に、日程第５、議案第１１５号、人権擁護委員候補者の推薦について及び議案第１１

６号、人権擁護委員候補者の推薦についての２件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（久保田哲生議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

ただいま、上程をいただきました議案第１１５号、人権擁護委員候補者の推薦について

及び議案第１１６号、人権擁護委員候補者の推薦についての２件の人事案件について、ご

説明をさせていただきます。

議案第１１５号及び議案第１１６号の２議案は、人権擁護委員法第６条第３項の規定に

よりまして、議会の意見を求めるものであります。

最初に、議案第１１５号についてであります。

推薦をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市脇町馬木１１１２番地３、氏名

は吉村公明氏でありまして、生年月日は昭和２３年８月２６日でございます。

吉村氏は、現在、人権擁護委員に委嘱されておりまして、その任期は本年１２月３１日
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をもって満了します。人権擁護委員候補者として適任であると認められますことから、再

度、推薦をすることについてご同意をお願いするものであります。

次に、議案第１１６号についてであります。

推薦をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市脇町字拝原１２４９番地３、氏

名は光山忠幸氏でありまして、生年月日は昭和３１年１２月２６日でございます。現職の

委員でございました、土井池弘次氏が本年６月３０日をもって、一身上の都合により辞任

されたので、その後任といたしまして、光山氏を推薦するものであります。光山氏は、長

年教員として人権問題にも積極的に取り組まれるなど、人格、識見ともに高く、人権擁護

委員候補者として適任であると認められますことから、推薦をすることについて、ご同意

をお願いするものであります。

以上、２件の人事案件につきまして、原案のとおりご同意を賜りますようお願いいたし

まして、提案理由の説明とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（久保田哲生議員）

お諮りいたします。ただいま、議題となっております議案は人事案件でありますので、

成規の手続を省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１１５号及び議案第１１６号は成規の手続を省略

し、直ちに採決することに決しました。

これより、順次、採決をいたします。

初めに、議案第１１５号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１１５号は原案のとおり同意することに決しまし

た。

次に、議案第１１６号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１１６号は原案のとおり同意することに決しまし

た。

次に、日程第６、報告第４号、平成２８年度美馬市健全化判断比率及び資金不足比率に

ついてから、報告第９号、株式会社清流の郷の経営状況についてまでの６件についての報

告を求めます。

企画総務部長、中川君。

［企画総務部長 中川貴志君 登壇］
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◎企画総務部長（中川貴志君）

私からは、報告第４号及び第５号につきまして、ご説明をいたします。議案書１５ペー

ジをお開きください。

報告第４号、平成２８年度美馬市健全化判断比率及び資金不足比率について、ご説明を

いたします。

これにつきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２

２条第１項の規定によりまして、監査委員の意見をつけて報告をするものでございます。

まず、表１の健全化判断比率についてでございます。

この中で、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、本市の一般会計、特別

会計、公営企業会計ともに黒字決算でありますので、数値はございません。次の実質公債

費比率につきましては、本市の一般会計、特別会計、公営企業会計に加え、一部事務組合

の会計も含めた公債費比率でありますが、法令で定める早期健全化基準の２５％に対し

９.２％となっております。

次に、将来負担比率につきましては、本市の全ての会計と一部事務組合に加えまして、

第三セクターも含めた本市が将来負担すべき実質的な負債を示す比率でございますが、法

令で定める比率３５０％に対し、本市の数値は６１％となっております。

続きまして、表の２、各公営企業会計に係る資金不足比率についてでございますが、い

ずれの会計も平成２８年度において資金不足を生じておりませんので、数値はございませ

ん。

このように本市の平成２８年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率につきま

しては、いずれも法令で定める基準を下回る結果となっております。今後とも、市債発行

額の抑制などを通じまして、後年度の財政負担を増大させないよう計画的な事業執行に努

めてまいりたいと考えております。

続きまして、議案書の２１ページをお願いいたします。

報告第５号、市長専決処分の報告についてにつきまして、ご説明をいたします。

この案件は、地方自治法第１８０条第１項及び議会の委任による市長の専決処分事項に

関する条例本則第１号の規定によりまして、損害賠償の額の決定及び和解につきまして、

去る８月３日に専決処分をいたしましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により

報告を行うものでございます。

専決処分の内容につきましては、次の２２ページとなります。

まず、損害賠償等の相手方は、美馬市在住者の方でございます。

次に、損害賠償等に至りました事故の概要につきましては、本年６月、本市職員が公用

車専用駐車場に停車し、荷物をおろすためドアを開けたところ、強風により隣に駐車して

いた相手方車両のドアを損傷させたものでございます。これによります損害賠償の額につ

きましては、１８万５,０４７円でございます。

以上、報告第４号及び報告第５号の説明とさせていただきます。どうかよろしくお願い

申し上げます。

◎経済建設部長（奥村敏彦君）
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経済建設部長。

◎議長（久保田哲生議員）

経済建設部長、奥村君。

◎経済建設部長（奥村敏彦君）

私からは、報告第６号から報告第７号までの報告案件２件について、ご説明させていた

だきます。

議案書は２３ページでございます。

有限会社ミマコンポストの経営状況を説明する書類について、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により、報告第６号のとおり報告をいたします。

２４ページをお願いいたします。

第２３期、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの事業実績書でございま

す。鶏糞堆肥の製造販売事業といたしまして、１億３,７０８万８,１２２円の総支出額と

なっております。

２５ページをお開き願います。

２５ページから２６ページに掲載しております貸借対照表でございますが、平成２９年

３月３１日現在、資産の部では、流動資産、固定資産、合わせまして４,８７８万９,１４

７円でございます。

次に、負債及び純資産の部では、流動負債と固定負債を合わせました負債合計は２,９

６８万３,０２５円でございます。純資産合計は、資本金等１,９１０万６,１２２円であ

り、負債及び純資産合計額は４,８７８万９,１４７円でございます。

２７ページをお開きください。

２７ページから２８ページに掲載しております損益計算書でありますが、右の欄の売上

高、営業外収益、特別利益を合わせました収益合計は１億４,０１９万１,７３７円でござ

います。一方、売上原価、販売費及び一般管理費、営業外費用を合わせました費用合計は

１億３,７０８万８,１２２円であり、収益合計から費用合計を差し引いた当期純利益につ

きましては３１０万３,６１５円となっております。

なお、長期の借入金につきましては、平成２８年度で完済となっております。

次の２９ページは、第２４期、平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの事

業計画でございます。鶏糞堆肥の製造販売事業といたしまして、１億２,８６８万４,００

０円の予算額となっております。

続きまして、３０ページをお願いいたします。

株式会社ウッドピアの経営状況を説明する書類について、地方自治法第２４３条の３第

２項の規定により、報告第７号のとおり報告をいたします。

３１ページをお開き願います。

第２３期の事業実績でございます。森林整備事業といたしまして、１億５６５万６,４

３２円の総支出額となっております。

３２ページをお願いいたします。

貸借対照表でございますが、平成２９年３月３１日現在、資産の部では、流動資産、固
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定資産を合わせまして、１億４,４１２万５,７１３円でございます。次に、負債及び純資

産の部では、流動負債のみで１,２７３万６,９１３円でございます。また、純資産合計は

資本金等１億３,１３８万８,８００円であり、負債及び純資産合計額は１億４,４１２万

５,７１３円でございます。

３３ページをお開きください。

３３ページから３４ページに掲載しております損益計算書でありますが、右の欄の売上

高、営業外収益、特別利益を合わせました収益合計は１億１,２９１万９,９４３円でござ

います。一方、売上原価、販売費及び一般管理費、営業外費用並びに特別損失を合わせま

した費用合計は１億５６５万６,４３２円であり、収益合計から費用合計を差し引いた当

期の純利益は７２６万３,５１１円となっております。

次の３５ページにつきましては、第２４期の事業計画書でございます。森林整備事業と

いたしまして、９,１１０万円の予算となっております。

以上、報告第６号から報告第７号までの報告案件２件についてのご説明とさせていただ

きます。

◎美来創生局長（上谷敏也君）

議長、美来創生局長。

◎議長（久保田哲生議員）

美来創生局長、上谷君。

［美来創生局長 上谷敏也君 登壇］

◎美来創生局長（上谷敏也君）

私からは、報告第８号、報告第９号について、ご説明をさせていただきます。

議案書の３６ページをお願いいたします。

ふるさとわきまち株式会社の経営状況を説明する書類について、地方自治法第２４３条

の３第２項の規定により、報告第８号のとおり報告を行います。

続きまして、３７ページをお開きください。

第１９期、事業実績でございます。脇町劇場管理運営事業から交流館運営事業までの５

事業の総支出額は５,６９９万８,９４７円となっております。

３８ページをお開きください。

貸借対照表でございますが、平成２９年３月３１日現在、資産の部では流動資産、固定

資産を合わせまして４,０６９万５,３５２円でございます。次に、右の欄の負債及び純資

産の部では、負債合計は７,００８万６,７４７円でございます。純資産合計は、資本金等

３,３６０万８,６０５円であり、負債及び純資産合計は４,０６９万５,３５２円でござい

ます。

失礼しました。負債合計は７０８万６,７４７円でございます。失礼いたしました。

続きまして、３９ページをお願いいたします。

３９ページから４０ページに掲載しております損益計算書でありますが、右の欄の売上

高、営業外収益を合わせました収益合計は、５,６６４万７,９２８円でございます。一方、

売上原価、販売費及び一般管理費、営業外費用を合わせました費用合計は５,６９９万８,
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９４７円であり、収益合計から費用合計を差し引いた当期純利益は、マイナス３５万１,

０１９円となっております。

次の４１ページは、第２０期の事業計画でございます。脇町劇場管理運営事業などを合

わせて５事業の合計で、５,８８６万８,０００円の予算を計上いたしております。

続きまして、議案書４２ページをお開きください。

株式会社清流の郷の経営状況を説明する書類につきまして、地方自治法第２４３条の３

第２項の規定により、報告第９号のとおり報告をいたします。

４３ページをお開きください。

第２０期の事業実績でございます。ブルーヴィラ穴吹の管理運営事業及びコテージ清流

の郷管理運営事業といたしまして、１億２,１７３万６,７７６円の総支出額となっており

ます。

４４ページをお開きください。

貸借対照表でございますが、平成２９年３月３１日現在、資産の部では、流動資産、固

定資産を合わせまして１,５３２万４,７７３円でございます。次に、右の欄の負債及び純

資産の部では、負債が流動負債と固定資産を合わせた負債合計は２,４２７万８,０３５円

であり、純資産合計は、資本金等マイナス８９５万３,２６２円であります。負債及び純

資産合計は１,５３２万４,７７３円でございます。

４５ページをお開きください。

４５ページから４６ページに記載しております損益計算書でありますが、右の欄の売上

高、営業外収益を合わせました収益合計額は１億１,８６３万５,５７７円でございます。

一方、売上原価、販売費及び一般管理費並びに営業外費用を合わせました費用合計は、１

億２,１７３万６,７７６円でありまして、収益合計から費用合計を差し引いた当期純利益

は、マイナス３１０万１,１９９円となってございます。

次の４７ページは、第２１期の事業計画でございまして、ブルーヴィラ穴吹の管理運営

事業などを合わせました本年度９月３０日までの２事業といたしまして、５,１８２万９,

０００円の予算額となってございます。

以上で、報告２件の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

◎議長（久保田哲生議員）

以上で報告が終わりました。

次に、休会についてお諮りいたします。会期中の会議日程については、お手元にご配付

のとおりでありますが、明日９月６日から９月１２日までの７日間は議案精査及び市の休

日のため休会といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（久保田哲生議員）

異議なしと認めます。明日９月６日から９月１２日までの７日間は休会することに決し

ました。

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。
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なお、次会は９月１３日午前１０時から再開し、代表質問及び一般質問を行います。

本日はこれをもって散会といたします。

散会 午前１１時１４分



－２３－

会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

平成２９年９月５日

美馬市議会議長

美馬市議会副議長

会議録署名議員 １７番

会議録署名議員 １８番

会議録署名議員 １９番


